
新潟市民病院倫理委員会 会議録（要旨） 
  

日時：平成２４年３月２６日（月） 
                             午後６時～６時４５分 

場所：新潟市民病院 ３０７会議室 
 

出席者：山添委員長、新田委員（臨床倫理部会長）、髙井委員（治験審査部会長）、

渋谷委員、片柳委員、伴委員、小野坂委員、眞壁委員、小池委員、中村委員、

野本委員、井川委員、小田委員、佐藤委員） 
 
山添委員長 
 
司会 
（事務局：伊神総務係

長） 
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山添委員長 
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山添委員長 
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新田臨床倫理部会長 
 
眞壁委員 
 

（山添委員長 挨拶（略）） 
 
～会議成立の宣言～ 

 
 

 
議長を山添委員長にお願いする。 
 
ただいまから、新潟市民病院倫理委員会を開会する。 
本日は、部会の運営要綱第４条に基づき、臨床倫理部会長及び治験審査部

会長より、それぞれ今年度に審査・審議した案件の経過と結果について報告

してもらうことになっている。 
まずは新田臨床倫理部会長より報告をしていただく。 
 

 申請許可件数は３月１４日現在で８２件。その他、審査中等の案件が７件。

８２件の内、臨床研究に関する倫理指針では、あらかじめ指名された委員に

よる審査（迅速審査）が認められているが、今年度は、部会審査０件、迅速

審査が３２件、院長許可が５０件。 
条件付き承認は１件あり、「同意書」記載の研究方法に誤記載があったため、

修正を条件に許可したもの。有害事象の生じた研究なし。 
申請中の案件の中に、麻酔科から提出のあったもので当院オリジナルの臨

床研究があるため、臨床倫理部会での審査となる案件がある。 
 
ただ今の報告に質問、意見はないか。 
 
（今年度、これまでに許可された案件には）市民病院発案の研究はなかった

ということか。 
 
臨床倫理部会に諮るような案件はなかった。 
 
市民病院オリジナルの研究がなく残念だ。また、看護師は臨床だけでなく、

研究にも取り組みやすい環境となればよい。 
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青陵大学等と連携し質を高めることができればと考えている。 
 
議題２に移る。髙井治験審査部会長より報告をお願いする。 
 
部会開催は１２回。新規治験の実施審査数は１０件、継続審査７９件、迅速

審査１０回（承認１０件）、その他報告４６件 
（治験実施案件について説明） 
 
質問、意見等はないか。なければ以上で部会報告を終わる。 
 
研究のために採取された血液の残を、臨床研究等、他の用途に用いることが

できるといった同意を取ることの是非。これは、以前、倫理委員会をしてい

た病院で議論のあったもので、市民病院でも課題として考えておいて頂きた

い。 
 
質問、意見等はないか。なければ以上で部会報告を終わる。 
 
続いて、議題３、平成２４年度倫理委員会の体制について説明する。 
第３号委員に変更があり、小野坂委員に替わり新潟大学大学院実務法科研究

科の嶋崎委員にご就任頂く。⇒ 承認 
 
本日の議題は以上だが、せっかくの機会なので何か質問や意見等はあるか。

 （ な し ） 
以上で、倫理委員会を閉会する。 
 

 


